
中国 シリアの酒 カイロ支局 篠田航一

ア
ラ
ク
と
い
う
酒
が
あ
る
。
内
戦
下

の
シ
リ
ア
で
出
会
っ
た
人
に
勧
め
ら
れ

た
。
ブ
ド
ウ
な
ど
を
原
料
と
し
た
蒸
留

酒
で
、
透
明
だ
が
水
に
混
ぜ
る
と
白
濁

す
る
。
甘
み
と
香
り
が
素
晴
ら
し
い
。

私
は
中
東
に
来
る
前
、
ビ
ー
ル
大
国

ド
イ
ツ
、
地
酒
の
う
ま
い
青
森
に
赴
任

し
、
各
地
で
美
酒
に
恵
ま
れ
た
が
、
シ

リ
ア
の
酒
も
負
け
て
い
な
い
。
だ
が
隣

国
レ
バ
ノ
ン
に
行
っ
た
ら
、
レ
ス
ト
ラ

ン
店
長
の
イ
ハ
ブ
・
ア
ユ
ー
ブ
さ
ん

(

)
に
諭
さ
れ
た
。
「
何
を
言
う
か
。

レ
バ
ノ
ン
産
ア
ラ
ク
の
方
が
う
ま
い
」。

こ
の
飲
み
比
べ
も
楽
し
い
。

だ
が
愉
快
な
酒
ば
か
り
で
は
な
い
。

シ
リ
ア
で
は
今
、
戦
場
に
向
か
う
前
に

少
量
の
ア
ラ
ク
を
口
に
す
る
兵
士
も
い

る
と
い
う
。
一
時
的
に
で
も
戦
闘
の
恐

怖
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
飲
む
。
そ
れ
は

「
悲
し
い
酒
」
だ
ろ
う
。

イ
ス
ラ
ム
教
の
聖
典
コ
ー
ラ
ン
は
飲

酒
を
戒
め
る
が
、
中
東
は
本
来
、
豊
か

な
酒
文
化
の
地
だ
。
ビ
ー
ル
を
造
っ
た

古
代
エ
ジ
プ
ト
人
は
こ
ん
な
警
句
を
残

し
て
い
る
。
「
ビ
ー
ル
を
飲
み
す
ぎ
て

は
い
け
な
い
。
意
味
の
分
か
ら
ぬ
言
葉

が
口
か
ら
出
て
く
る
」

酔
っ
払
っ
て
「
意
味
不
明
の
言
動
」

を
し
た
人
が
古
代
に
も
い
た
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
か
ら
数
千
年
。
現
代
日
本
の

酒
場
を
歩
け
ば
、
人
類
は
あ
ま
り
進
歩

し
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
。

２
０
１
８
年
が
明
け
た
。
争
い
を
終

わ
ら
せ
る
と
い
う
「
人
類
の
進
歩
」
を

示
せ
る
年
に
な
る
か
。
シ
リ
ア
で
会
っ

た
人
々
の
無
事
を
祈
り
、
き
ょ
う
も
ア

ラ
ク
を
飲
む
。

旧
支
配
層
は
び
こ
る
汚
職

「政治家良心ない」

プ
ラ
ハ
の
春

第
１
部

インタビューに応えるパボル・

ドプチェクさん‖ブラチスラバ

で2017年12月13日

１
９
８
９
年
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
で
民
主
化
運
動
が
高
ま
っ
た
際
、

デ
モ
に
繰
り
出
し
た
市
民
ら
は
、
民
主
主
義
や
自
由
の
象
徴
と
し
て
、

か
つ
て
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
を
進
め
た
ド
プ
チ
ェ
ク
共
産
党
第
１
書
記
の

写
真
を
掲
げ
た
‖
プ
ラ
ハ
で
11
月
23
日
、
Ａ
Ｐ

「
階
段
を
上
る
の
は
難
し
い

が
、
下
り
る
の
は
一
瞬
だ
」

１
９
６
８
年
の
ソ
連
軍
事
侵

攻
後
、
ソ
連
の
圧
力
で
改
革
を

「
中
止
」
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
ア
レ

ク
サ
ン
デ
ル
・
ド
プ
チ
ェ
ク
共

産
党
第
１
書
記
は
、
長
男
パ
ボ

ル
・
ド
プ
チ
ェ
ク
さ
ん
(

)

に
、
無
念
そ
う
に
こ
う
つ
ぶ
や

い
た
。

ド
プ
チ
ェ
ク
氏
が
目
指
し
た

の
は
社
会
主
義
を
維
持
し
た
う

え
で
の
改
革
だ
っ
た
が
、
ソ
連

に
は
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
の
動
き

が
「
反
社
会
主
義
」
運
動
に
映

っ
た
。
ド
プ
チ
ェ
ク
氏
は
翌

年
、
党
第
１
書
記
を
解
任
さ
れ

る
。
そ
の
後
は
林
業
に
関
連
す

る
機
械
工
と
し
て
、
隠
と
ん
生

活
を
長
年
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

数
十
人
の
秘
密
警
察
員
に
日
夜

監
視
さ
れ
、
趣
味
の
釣
り
も
禁

止
さ
れ
た
。
子
供
へ
の
影
響
を

心
配
し
、
政
治
の
こ
と
は
パ
ボ

ル
さ
ん
に
ほ
と
ん
ど
語
ら
な
か

っ
た
と
い
う
。

パ
ボ
ル
さ
ん
は
父
の
勧
め
を

受
け
「
生
き
て
い
く
た
め
に
」

医
者
の
道
を
選
ん
だ
。
だ
が
、

「
ド
プ
チ
ェ
ク
の
息
子
」
で
あ

る
た
め
の
不
自
由
は
多
く
、
実

家
が
あ
る
ス
ロ
バ
キ
ア
の
ブ
ラ

チ
ス
ラ
バ
で
は
な
く
、
軍
隊
が

駐
屯
す
る
郊
外
の
町
に
住
む
こ

と
を
強
制
さ
れ
た
。
自
宅
の
テ

レ
ビ
の
裏
に
は
盗
聴
器
が
取
り

つ
け
ら
れ
、
病
院
の
同
僚
は
パ

ボ
ル
さ
ん
の
情
報
を
警
察
に
報

告
す
る
「
ス
パ
イ
だ
っ
た
」
と

い
う
。
パ
ボ
ル
さ
ん
が
ブ
ラ
チ

ス
ラ
バ
に
落
ち
着
い
た
の
は

年
代
初
頭
に
な
っ
て
か
ら
だ
。

パ
ボ
ル
さ
ん
は
自
ら
の
体
験

か
ら
「
政
治
に
つ
い
て
は
評
価

は
し
た
く
な
い
」
と
前
置
き
し

た
上
で
、
現
状
に
つ
い
て
「
共

産
党
政
権
の
協
力
者
が
（
資
本

主
義
と
い
う
）
新
し
い
コ
ー
ト

を
着
て
、
利
益
を
追
う
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
（
拝
金
主
義
）

は
父
が
嫌
悪
し
て
い
た
こ
と
だ

っ
た
」
と
批
判
す
る
。

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
は

年

の
民
主
化
後
、
共
産
党
幹
部
ら

を
訴
追
し
な
か
っ
た
。
国
の
将

来
を
考
え
、
官
僚
機
構
や
知
識

人
層
を
新
た
な
国
造
り
に
活
用

し
よ
う
と
い
う
ハ
ベ
ル
大
統
領

（
当
時
）
ら
の
考
え
か
ら
だ
。

だ
が
、
社
会
主
義
下
で
の
旧
支

配
層
の
中
に
は
、
民
主
化
後
に

集
ま
っ
た
海
外
か
ら
の
莫
大
な

投
資
に
群
が
っ
て
、
政
治
家
人

脈
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
悪
用
す
る
者

が
お
り
、
汚
職
が
横
行
し
た
。

チ
ェ
コ
と
ス
ロ
バ
キ
ア
は

年
に
分
離
。
チ
ェ
コ
は
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
加
盟
（
２
０
０
４

年
）
の
道
筋
を
つ
け
る
ま
で
親

西
欧
だ
っ
た
が
、
ク
ラ
ウ
ス
前

大
統
領
（

〜

年
在
任
）
ら

が
そ
の
後
、
欧
州
懐
疑
主
義
に

か
じ
を
切
る
。
Ｅ
Ｕ
か
ら
補
助

金
を
も
ら
い
、
支
援
を
受
け
て

い
る
立
場
だ
が
「
Ｅ
Ｕ
を
批
判

し
、
チ
ェ
コ
の
主
権
を
強
調
す

る
こ
と
で
国
内
の
支
持
を
得
よ

う
と
し
た
」
と
カ
レ
ル
大
学
の

ミ
シ
ェ
ル
・
ペ
ロ
テ
ィ
ー
ノ
教

授
は
指
摘
す
る
。

年
以
降
、
中
東
な
ど
か
ら

欧
州
に
難
民
が
押
し
寄
せ
た

が
、
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
の
際
に

は
多
く
の
難
民
を
出
し
て
周
辺

国
に
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
チ

ェ
コ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
と
も
難
民

の
受
け
入
れ
に
消
極
的
だ
。

ド
プ
チ
ェ
ク
氏
は
民
主
化
後

に
政
界
に
復
帰
。
連
邦
議
会
議

長
を
務
め
た
後
、

年
に
自
動

車
事
故
で
死
亡
し
た
。
ド
プ
チ

ェ
ク
氏
が
存
命
で
現
役
の
政
治

家
だ
っ
た
ら
、
今
ど
う
す
る
だ

ろ
う
。
「
知
性
と
良
心
が
根
付

く
国
は
滅
び
な
い
。
だ
が
一
部

の
政
治
家
は
（
目
先
の
利
益
や

票
の
た
め
に
）
良
心
を
失
っ
て

い
る
。
難
民
、
食
料
問
題
や
環

境
破
壊
…
…
。
政
治
家
が
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
た
く
さ
ん
あ

る
」
。
パ
ボ
ル
さ
ん
は
父
を
代

弁
す
る
よ
う
に
、そ
う
言
っ
た
。

【
ブ
ラ
チ
ス
ラ
バ
で
三
木
幸
治
】

カリフォルニア大麻解禁に列

米
６
州
目
合
法
化
加
速
か

販売が解禁された大麻を購入しようと

行列を作る人々‖米西部カリフォルニ

ア州オークランドで１日、ロイター

【
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
（
米
西

部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
長

野
宏
美
】
２
０
１
６
年

月

の
住
民
投
票
で
娯
楽
用
大
麻

の
合
法
化
が
承
認
さ
れ
た
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
今
月
１

日
、
大
麻
の
販
売
が
始
ま
っ

た
。
娯
楽
使
用
の
大
麻
販
売

解
禁
は
６
州
目
。
全
米
最
大

の
人
口
を
抱
え
る
同
州
の
解

禁
で
、
合
法
化
の
流
れ
が
進

む
と
い
う
見
方
が
あ
り
注
目

さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
措
置
で
、
米
国
で

は
５
人
に
１
人
が
娯
楽
用
大

麻
の
購
入
が
可
能
に
な
っ

た
。
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
販
売

店
「
ト
リ
ー
・
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
ス
」
で
は
１
日
午
前
７

時
の
開
店
前
か
ら
行
列
が
で

き
た
。
荷
物
検
査
や
身
分
証

明
書
の
確
認
な
ど
を
行
っ
て

店
内
に
入
る
。
同
店
は
大
麻

の
鉢
植
え
や
大
麻
入
り
キ
ャ

ン
デ
ィ
ー
な
ど
４
０
０
種
類

を
扱
う
。
カ
ッ
プ
ル
で
来
店

し
た
女
子
学
生
(

)
は
「
ア

ル
コ
ー
ル
よ
り
健
康
的
で
経

済
効
果
も
あ
る
と
思
う
」
と

歓
迎
し
、
１
㌘

㌦
の
大
麻

な
ど
を
購
入
し
た
。
店
員
の

リ
ー
フ
さ
ん
(

)
は
「
ス
ト

レ
ス
解
消
な
ど
で
、
ビ
ー
ル

代
わ
り
と
し
て
広
が
る
と
思

う
」
と
期
待
し
た
。

同
州
で
は
１
９
９
６
年
に

住
民
投
票
で
医
療
用
大
麻
が

全
米
で
初
め
て
認
め
ら
れ
、

年
に
娯
楽
目
的
も
承
認
さ

れ
た
。
大
麻
を
酒
や
た
ば
こ

と
同
様
に
嗜
好
品
と
し
て
扱

い
、

歳
以
上
は
一
定
の
条

件
で
所
持
や
栽
培
な
ど
が
可

能
。
公
共
の
場
で
の
使
用
は

禁
じ
ら
れ
、
販
売
を
認
め
な

い
自
治
体
も
あ
る
。

合
法
化
の
背
景
に
は
、
闇

取
引
が
横
行
す
る
中
、
当
局

が
管
理
し
て
課
税
す
る
方
が

州
の
財
源
に
で
き
、
現
実
的

だ
と
い
う
判
断
が
あ
る
。
ロ

イ
タ
ー
通
信
に
よ
る
と
、
解

禁
に
よ
り
年
間

億
㌦
（
約

１
１
３
０
億
円
）
の
税
収
が

見
込
ま
れ
る
と
い
う
。一
方
、

西
部
コ
ロ
ラ
ド
州
で
は
合
法

化
後
、
大
麻
使
用
者
の
交
通

死
亡
事
故
が
増
加
し
、
身
体

へ
の
影
響
に
懸
念
も
あ
る
。

大
麻
は
連
邦
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
る
が
、
全
米
で
は
西

部
ネ
バ
ダ
州
な
ど
８
州
と
首

都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
娯
楽
用
大

麻
が
合
法
化
さ
れ
て
い
る
。

年
の
住
民
投
票
で
認
め
ら

れ
た
東
部
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
と
メ
ー
ン
の
両
州
は
年
内

に
販
売
が
始
ま
る
見
通
し
。
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私
は
張
銘
晏
、
３
歳
で
す
。
「
安
安
」
っ

て
呼
ん
で
ね
。
お
母
さ
ん
は
、
幸
せ
に
な
れ
る

意
味
が
あ
る
っ
て
言
っ
て
た
わ
。
ピ
ー
ス
！

【
福
岡
静
哉
】

イ
ラ
ン
厳
戒
態
勢

テ
ヘ
ラ
ン

放
水
や
装
甲
車

【
テ
ヘ
ラ
ン
共
同
】
「
す

ぐ
に
立
ち
去
れ
」
。
イ
ラ

ン
の
地
方
都
市
か
ら
拡

大
し
た
反
政
府
デ
モ
が
５

日
目
を
迎
え
た
１
日
夜
、

首
都
テ
ヘ
ラ
ン
中
心
部
で

は
参
加
者
と
治
安
当
局
が

衝
突
、
サ
イ
レ
ン
の
音
が

鳴
り
響
く
中
、
大
型
の
特

殊
車
両
が
群
衆
に
激
し
い

放
水
を
行
っ
た
。
大
勢
の

警
官
が
周
囲
に
威
圧
的
な

視
線
を
向
け
、
現
場
一
帯

は
厳
戒
態
勢
が
敷
か
れ

た
。

（
２
面
参
照
）

商
業
施
設
が
並
ぶ
交
差

点
に
配
置
さ
れ
た
装
甲
車

が
非
常
事
態
を
物
語
る
。

「
革
命
」
を
意
味
す
る
市

中
心
部
の
エ
ン
ゲ
ラ
ー
ブ

通
り
で
は
、
治
安
当
局
が

情
報
統
制
を
強
め
る
中
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

呼
び
掛
け
に
集
ま
っ
た
参

加
者
が
、
デ
モ
の
最
中
に

一
時
拘
束
さ
れ
た
。

「
こ
こ
で
は
絶
対
に
立

ち
止
ま
る
な
」
。
周
囲
で

は
、
混
乱
の
拡
大
を
阻
止

し
よ
う
と
警
官
隊
が
交
通

を
厳
し
く
規
制
し
て
い

た
。
け
ん
制
の
た
め
か
、

頻
繁
に
放
水
の
し
ぶ
き
を

飛
ば
す
。
通
行
人
は
表
情

を
こ
わ
ば
ら
せ
な
が
ら
足

早
に
歩
き
去
る
。

デ
モ
の
参
加
者
だ
ろ
う

か
、
少
し
離
れ
た
場
所
か

ら
若
者
ら
が
隙
を
う
か
が

う
よ
う
に
警
官
隊
の
様
子

を
見
つ
め
た
。
付
近
の
路

上
で
火
を
放
た
れ
た
と
さ

れ
る
車
の
映
像
も
地
元
メ

デ
ィ
ア
で
流
れ
た
。

２
日
前
に
は
同
じ
地
区

で
発
生
し
た
デ
モ
で
参
加

者
約
２
０
０
人
が
一
時
拘

束
さ
れ
た
ば
か
り
。
緊
張

状
態
は
一
向
に
収
ま
る
気

配
が
な
い
。

「
核
戦
争
近
づ
い
て
い
る
」

米
元

参
謀
本
部
議
長
が
見
解

【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】

２
０
０
７
〜

年
に
米
軍

制
服
組
ト
ッ
プ
の
統
合
参

謀
本
部
議
長
を
務
め
た
マ

レ
ン
氏
は

月

日
、
北

朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
問

題
を
巡
り
「
わ
れ
わ
れ
は

か
つ
て
な
い
ほ
ど
北
朝
鮮

と
の
核
戦
争
に
近
づ
い
て

い
る
」
と
の
見
解
を
示
し

た
。
「
現
時
点
で
外
交
的

に
解
決
す
る
機
会
は
見
え

な
い
」
と
も
述
べ
た
。
Ａ

Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
語
っ
た
。

米
国
が
北
朝
鮮
経
済
に

大
き
な
影
響
力
を
持
つ
中

国
に
圧
力
を
強
め
る
よ
う

求
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
マ
レ
ン
氏
は
「
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
、
中
国
に

今
ま
で
以
上
に
行
動
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
し
た
と
思

う
が
、
中
国
が
続
け
る
か

ど
う
か
は
不
明
だ
」
と
指

摘
。
中
国
が
北
朝
鮮
核
問

題
の
平
和
的
解
決
に
向
け

真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
「
（
軍
事
）
衝
突
の
可

能
性
が
さ
ら
に
高
く
な
る

と
強
く
危
惧
す
る
」
と
述

べ
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
の
ス
タ
イ

ル
は
「
非
常
に
混
乱
を
招

き
、
多
く
の
点
で
予
測
不

可
能
」
で
「
長
年
の
同
盟

国
や
友
好
国
に
（
彼
ら
を

防
衛
す
る
）
米
国
の
関
与

に
対
す
る
疑
問
を
生
じ
さ

せ
、
敵
国
は
不
確
実
性
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
」
と
懸
念
を
示
し
た
。

発
言
は
、
北
朝
鮮
の
金

正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長

の「
新
年
の
辞
」発
表
前
。

テヘラン大構内で反政府デモに参加した大学生。治安当局が投じた

発煙弾で煙が立ち込めている‖テヘランで2017年 月 日、ＡＰ
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■密輸の香港船 荷主はオランダ企業

韓国外務省は２日、公海上で北朝鮮船

に積み荷の石油精製品を移し替えていた

として調べている香港船籍の貨物船「ラ

イトハウス・ウィンモア号」の荷主がオ

ランダ企業だと明らかにした。法人登記

を太平洋・マーシャル諸島内に置き、台

湾を拠点に活動する企業という。【共同】

■正恩氏が朝鮮総連議長に祝電

朝鮮中央通信によると、北朝鮮の金正

恩朝鮮労働党委員長は１日、在日本朝鮮

人総連合会（朝鮮総連）の許宗萬議長宛

てに新年の祝電を送った。金氏は祝電で

「昨年、日本の悪質な弾圧策動の中でも、

在日朝鮮人運動の全盛期を開く闘争で大

きな前進を遂げた」と評価した。【共同】

■中国外務省 次官に孔氏が昇任

中国政府は２日、中国外務省の孔鉉佑

次官補( )を次官に昇格させる人事を発

表した。孔氏は昨年、北朝鮮の核問題を

巡る６カ国協議の議長を務める朝鮮半島

問題特別代表に就任していた。 【北京】

■パレスチナ 駐米代表召還へ

ＡＦＰ通信などによると、パレスチナ

自治政府のマルキ外相は 月 日、ゾム

ロット駐米代表（大使に相当）の一時召

還を決めたことを明らかにした。トラン

プ米大統領がエルサレムをイスラエルの

首都と認めたことを受け、今後の対米関

係を協議するためという。 【時事】

ト
ラ
ン
プ
大
統
領

パ
キ
ス
タ
ン
批
判

【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
金
子

淳
】
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

は
１
日
、
「
米
国
は
過
去

年
間
、
パ
キ
ス
タ
ン
に

３
３
０
億
㌦
（
約
３
兆
７

０
０
０
億
円
）
以
上
を
支

援
し
た
が
、
パ
キ
ス
タ
ン

は
米
国
を
だ
ま
し
て
ば
か

り
だ
」と
ツ
イ
ー
ト
し
た
。

隣
国
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

の
戦
争
で
パ
キ
ス
タ
ン
の

協
力
が
不
十
分
だ
と
改
め

て
批
判
し
た
形
だ
が
、
パ

キ
ス
タ
ン
は
反
発
し
て
い

る
。ト
ラ
ン
プ
氏
は「
（
パ

キ
ス
タ
ン
は
）
テ
ロ
リ
ス

ト
に
隠
れ
場
を
提
供
し
て

い
る
」
と
書
き
込
ん
だ
。

地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

と
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
ア
シ

フ
外
相
は
「
米
国
は
ア
フ

ガ
ン
失
敗
の
責
任
を
自
国

民
に
負
わ
す
べ
き
だ
」
と

反
論
し
た
。
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今年の「新年の辞」の最

も重要な特徴は、「核戦力

の完成」への自信に基づき

南北関係改善に積極的な意

思を示した点だ。「核のボ

タンが机上に置かれてい

る」などの表現で（米国に

対する）安全保障の問題は

解決されたとの認識を披

歴。その上で平昌五輪に参

加する意思を示し、南北関

係改善に前例のない積極性

を見せた。

韓米両国がこれを機に合

同軍事演習の（五輪期間

中を避けた）延期を近く発

表、五輪参加を巡る南北当

局者会談が実現し、融和

ムードが醸成されること

も予想される。

一方で金正恩氏は、核弾

頭とミサイルの量産や実戦

配備の加速を指示してお

り、今年も核・ミサイルの

脅威は高まる公算が大き

い。韓国政府は核問題の解

決と南北関係改善をどう両

立させるのか、より深く考

える必要がある。【共同】

北朝鮮からの南北関係改

善の提案は、米韓同盟にひ

びを入れようとする戦略の

始まりだ。北朝鮮は同盟の

分断を狙ってきた。米国は、

韓国が対北朝鮮で日米と結

束しているということを確

実にしなければならない。

平昌冬季五輪に関する南

北対話が実現するならば、

北朝鮮が言及した「核弾頭

と弾道ミサイルの量産」も

議題にすべきだ。米韓合同

軍事演習を中止か延期する

には、少なくとも冬季五輪

中は核実験とミサイル発射

を行わないとの確約を得る

必要がある。 【共同】

米、日韓と結束示せ

南北の「融和」醸成も

ブッシュ(子)米政権
朝鮮半島担当大使 ジョゼフ・デトラニ氏
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韓国世宗研究所統一戦略研究室長 鄭 成長氏
莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢
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正恩氏「新年の辞」

北朝鮮は米国への強硬姿勢と韓国へ

の対話路線で何を目指しているのか。

米韓の専門家に聞いた。

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢
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香
港
で
抗
議
デ
モ

高
速
鉄
道
駅
に
中
国
法
適
用

「
１
国
２
制
度
を
守
れ
」
と
描
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持

っ
て
デ
モ
行
進
す
る
参
加
者
ら
‖
香
港
で
１
日
、
Ａ
Ｐ

【
台
北
・
福
岡
静
哉
】

今
年
後
半
に
開
通
予
定
の

香
港
と
中
国
広
東
省
を
結

ぶ
高
速
鉄
道
で
、
駅
の
一

部
や
香
港
を
走
る
車
両
内

で
中
国
本
土
の
法
律
が
例

外
的
に
適
用
さ
れ
る
見
通

し
と
な
っ
た
。
香
港
で
は

「
１
国
２
制
度
」
で
原
則

的
に
中
国
政
府
に
よ
る
法

執
行
が
認
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
１
日
に
は
香
港
中
心

部
で
市
民
ら
が
デ
モ
行
進

し
「
香
港
の
自
治
を
守
れ
」

な
ど
と
抗
議
し
た
。

中
国
国
営
新
華
社
通
信

に
よ
る
と
、
中
国
の
全
国

人
民
代
表
大
会（
全
人
代
）

常
務
委
員
会
が
昨
年

月

日
、
関
連
草
案
を
承
認

し
た
。
香
港
政
府
も
実
施

に
必
要
な
関
連
法
案
を
近

く
立
法
会
（
議
会
）
に
提

出
す
る
。
法
案
は
成
立
す

る
見
通
し
だ
。

香
港
は
中
国
の
一
部
だ

が
、
１
国
２
制
度
で
「
高

度
な
自
治
」
が
保
障
さ
れ

て
い
る
。
香
港
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
と
１
日
に
民
主
派

市
民
団
体
が
主
催
し
た
デ

モ
に
は
約
１
万
人
（
主
催

者
発
表
）
が
参
加
し
た
。

中
国
本
土
と
香
港
の
行

き
来
に
は
出
入
境
の
審
査

が
必
要
。
在
来
線
で
は
広

東
省
、
香
港
の
駅
で
そ
れ

ぞ
れ
審
査
す
る
が
、
高
速

鉄
道
で
は
利
便
性
向
上
の

た
め
、
香
港
側
の
終
点
・

西
九
竜
駅
で
中
国
、
香
港

両
当
局
が
同
時
に
審
査
す

る
こ
と
に
な
る
。
電
車
内

で
の
犯
罪
行
為
は
香
港
区

間
を
走
行
中
で
も
中
国
本

土
の
法
で
処
罰
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｙ
東
芝
広
告

年
越
し
見
納
め

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
繁
華

街
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
で

月

日
か
ら
１
月
１
日

に
か
け
て
、
新
年
の
到
来

を
祝
う
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

２
０
０
７
年
以
降
、
東

芝
の
巨
大
広
告
ス
ク
リ
ー

ン
‖
写
真
・
Ａ
Ｐ
共
同
‖

が
新
年
ま
で
の
秒
数
表
示

に
使
わ
れ
て
き
た
が
、
経

営
再
建
に
向
け
た
合
理
化

の
一
環
で

年
前
半
に
広

告
を
打
ち
切
る
た
め
、
今

回
で
最
後
と
な
っ
た
。

東
芝
は

年

月
、
日

本
企
業
で
は
初
め
て
、
一

等
地
の
「
ワ
ン
・
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
・
ビ
ル
」
の

最
上
部
に
、
巨
大
な
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）

パ
ネ
ル
広
告
を
設
置
し

た
。
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ

ベ
ン
ト
に
は
約
１
０
０
万

人
が
集
ま
り
、

億
人
以

上
が
テ
レ
ビ
で
見
る
と
さ

れ
る
。

テ
レ
ビ
中
継
で
大
写
し

に
な
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ

Ａ
」
の
文
字
は
、
東
芝
の

海
外
事
業
拡
大
の
象
徴
だ

っ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

ト
ラ
ン
プ
氏
帰
庁

【
ワ
シ
ン
ト
ン
高
本
耕

太
】
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

は
１
日
、
休
暇
を
過
ご
し

た
南
部
フ
ロ
リ
ダ
州
の

別
荘
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
に
戻
っ
た
。
２
日
か

ら
執
務
に
復
帰
す
る
。

日
夜
に
開
い
た
パ
ー
テ

ィ
ー
で
は
「
２
０
１
８
年

は
素
晴
ら
し
い
年
に
な

る
。
す
べ
て
が
う
ま
く

回
り
始
め
て
い
る
」
と
述

べ
た
。
米
メ
デ
ィ
ア
が
伝

え
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は

日
か

ら
自
身
の
所
有
す
る
高
級

リ
ゾ
ー
ト「
マ
ラ
ラ
ー
ゴ
」

に
移
り
、
近
親
者
と
パ
ー

テ
ィ
ー
や
ゴ
ル
フ
を
し
て

過
ご
し
た
。

日
深
夜
か

ら
は
、
知
人
の
カ
ジ
ノ
経

営
者
や
親
政
権
メ
デ
ィ
ア

関
係
者
を
招
い
た
新
年

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
催
。
米
Ｃ
Ｎ
Ｎ

が
入
手
し
た
音
声
記
録

に
よ
る
と
、
あ
い
さ
つ
で

年
末
に
成
立
し
た
税
制
改

革
法
や
雇
用
者
数
増
、
保

守
派
の
連
邦
裁
判
事
指

名
な
ど
就
任
１
年
目
の

「
成
果
」
を
挙
げ
「
歴
代

の
ど
の
大
統
領
よ
り
多

く
を
成
し
遂
げ
た
」
と
主

張
し
た
。
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